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1. 会社概要

1933年
（昭和 8年）

5月10日

6,780億円
（2020年3月期・連結）

創 業 売 上 高 従 業 員 数

オムロングループ

28,006人
(2020年3月末時点)

社名 オムロン株式会社
OMRON Corporation

本社 〒600-8530 京都市下京区塩小路通堀川東入
代表者 代表取締役社長 CEO 山田義仁
事業概要 制御機器、電子部品、社会システム、ヘルスケアなど

創業者 立石一真（1900～1991）
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連結売上高構成

52%

13%

12%

17%

5%1%

本社直轄（その他）事業

ヘルスケア事業

家庭での健康管理から医療現場まで
健康な暮らしをトータルにサポート
（電子血圧計、体温計など）

社会システム事業

快適で安全な社会生活を目指し
社会インフラのための多様なシステムを提供
（自動改札機・券売機、など）

2019年度

6,780億円

制御機器事業

電子部品事業

幅広い分野で人と機械を
快適につなげる先進的な
電子部品を提供
（リレー、スイッチなど）

工場の自動化により、世界のモノづくり
革新をリードするオムロンの主力事業
（センサ、コントロール機器、ロボットなど）

他
（消去調整含む）

※2020年度から、本社直轄事業下の環境事業は社会システム事業に統合しています。

太陽光発電用パワーコンディショナ
蓄電システムなど

多くがアセンブリ型ものづくり
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2. オムロンの経営の特徴

企業理念
「社会的課題を解決し続

ける」

ROIC経営
事業価値の最大化

技術経営
ソーシャルニーズの創造

再投資／投資拡大

事業化／拡大

1. 「企業理念経営」
企業理念を企業統治の軸とすることで、経営の求心力の原点ならびに
発展の原動力を維持・向上し続けるための仕組み

2. 「技術経営」
世に先駆けて自ら市場を創造し、よりよい社会づくりに貢献し続ける仕組み

3. 「ROIC経営」
事業の新陳代謝を促し、常に投資効率を最大化し続ける仕組み
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企業理念経営について

ステークホルダー
エンゲージメント

長期ビジョン
「VG2020」

オムロングループ
マネジメントポリシー

「企業理念」

「経営のスタンス」

私たちは、「企業は社会の公器である」との基本的考えのもと、
企業理念の実践を通じて、持続的な企業価値の向上を目指します。

Our Mission／Our Values

長期ビジョンを掲げ、
事業を通じて社会的課題を

解決します。

真のグローバル企業を目指し、
公正かつ透明性の高い経営を

実現します。

すべてのステークホルダーと
責任ある対話を行い、

強固な信頼関係を構築します。

「企業理念」を企業統治の軸とすることで、経営の求心力の原点ならびに発展の原動力を維持・向上し続けています。

中期経営計画
「VG2.0」



©  OMRON  Corporation 8

オムロンの 「企業理念」

創業者 立石一真が社憲を1959年に制定以来、オムロンはその使命を「事業を通じて、よりよい社会づくりに貢献すること」とし、
世に先駆けてイノベーションを生み出すという「ソーシャルニーズの創造」へのチャレンジを続けています。
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～2020 中期経営計画「VG2.0」 目指す姿・全社方針

企 業 理 念

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 方 針

VG2.0 サステナビリティ重要課題

企業戦略 事業を通じて解決する社会的課題

1. 注力ドメインを再設定し事業を最強化
2. ビジネスモデルの進化
3. コア技術の強化

パートナーとの協創

運営機能戦略

人財マネジメント、ものづくり・環境
リスクマネジメント

FA ヘルスケア ソーシャルソリューション

パートナーとの協創

ステークホルダーの期待に応える課題

人財マネジメント ものづくり・環境 リスクマネジメント

オムロンは、2011年に10年間の長期ビジョン「Value Generation 2020（VG2020）」を策定しました。
2017年度にスタートした中期経営計画「VG2.0」は、その最終ステージの４年間であるとともに、VG2020以降の社会の変化も見
据えた成長戦略です。
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現在の注目ドメインと、オムロンが実現を目指す「よりよい社会」

オムロンは、新たな社会的課題が顕在化することが想定される「ファクトリーオートメーション」「ヘルスケア」「ソーシャルソリューション」の
3つのドメインでソーシャルニーズを創造し、よりよい社会づくりを目指しています。

ファクトリーオートメーション ヘルスケア ソーシャルソリューション

オートメーションによるモノづくりの革新

オムロンの
提供価値

オムロンが実現を
目指すよりよい社会

オートメーションでモノづくりを革新し、
世界中の人々を豊かにする

個人の日々のバイタル・生活情報を使った
一人ひとりに最適な医療

地球上の一人ひとりの
健康ですこやかな生活への貢献

安心・安全・快適に生活し続ける
豊かな社会の実現

省力化・効率化によるインフラ機能の維持・向上
災害時も速やかに回復できる強靭な社会システムの構築

再生可能エネルギー比率の拡大
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オムロンの経営の特徴 2. 技術経営
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技術経営について

近未来デザイン

事業アーキテクチャ

技 術 知 財 ビジネス
モデル

アプリケーション・商品・技術として
今、何を開発すべきか

未来観

社会的課題

↓↑

技術革新

↓↑

科学進化

B
A

C
K

C
A

S
T

顧客の
困りごと

顧客密着

F
O

R
E

C
A

S
T

社会的課題を解決するため、技術革新をベースに「近未来をデザイン」し、戦略を明確に描く仕組みを取り入れています。
フォアキャストとバックキャストの2つの視点から、「近未来デザイン」を描き、その実現に必要な技術、商品を開発し、事業として育て、
社会に実装していきます。
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オムロンの事業創造プロセス

経営資本
（インプット）

事業運営
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経営の羅針盤 未来予測理論「サイニック(SINIC)*理論」

＊サイニック（SINIC）:Seed-Innovation to Need-Impetus Cyclic Evolution の略

創業者 立石一真は、科学・技術・社会それぞれの円環的な相互関係から未来を予測するサイニック理論を1970年に発表しました。
以降、オムロンはこれを未来シナリオとし、オムロンのイノベーション創出の羅針盤として活用しています。

過去 未来

＜参考URL＞
https://www.omron.co.jp/about/corporate/vision/sinic/theory.html
https://www.omron.co.jp/ir/irlib/pdfs/ar19j/OMRON_Integrated_Report_2019_jp_02.pdf

モノ中心

こころ中心

https://www.omron.co.jp/about/corporate/vision/sinic/theory.html
https://www.omron.co.jp/ir/irlib/pdfs/ar19j/OMRON_Integrated_Report_2019_jp_02.pdf
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価値創造の歩み

創業以来、ソーシャルニーズの創造に挑戦し、世の中の先駆けとなる様々なイノベーションを生み出してきました。
これからも私たちは、未来を見据えた価値創造を通じて、よりよい社会の実現に貢献していきます。

社会的課題・ニーズ

(c) Tokyu Corporation /amanaimages

高度経済成長を支える
モノづくりの生産性向上の必要性

都市部への人口集中による
公共交通機関の混雑

経済発展や生活様式の変化による
健康意識の高まり

情報化社会の発達 地球温暖化の深刻化 労働人口減少や人件費高騰

最適化社会（2005年～）情報化社会（1974～2005年）自動化社会（1945～74年）

オムロンのソリューション
工場の自動化 社会システムの自動化 家庭での血圧測定の普及 デジタル機器の普及を加速する技術提供 再生可能エネルギーの普及省エネ促進 工場の省人化 モノづくりの高度化

2018年
協調ロボット

2018年
X線検査装置

2016年
AI搭載モバイルロボット

2015年
マシンオートメーション
コントローラー「NX」

2012年
アイドリング
ストップ用
DC / DCコンバーター

2011年
パワー
コンディショナー

1995年
顔画像認識技術
「OKAO Vision」

1960年
世界初無接点近接スイッチ

1966年
一般リレー「MYシリーズ」

1967年
世界初無人駅システム

1973年
電子血圧計
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3. 技術ロードマップ 活用イメージ

技術ロードマップ（RM）は、各機能組織が自律的に作成～相互リンクを取りながら運用しています。

生産技術
RM

技術RM

商品群企画 ○ ○

○

○ ○

○ ○

事業企画
組織

商品×技術マトリックス作成

着手・完了時期ROI（事業貢献額/投資額）を評価

コア技術
/商品

開発組織

生産技術
開発組織

商品B
開発

商品A
開発

構成；

実用化
技術開発

要素
技術開発

技術調査

（必要な経営資源）

（事業貢献先）

※貢献方法には、社内生産システムの

革新（自動化など）によるQDC向上

も含みます。

※生産ｼｽﾃﾑ

基本的な
管理フェーズ
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4. 参考；オムロンのコア技術

センシング＆コントロールは、「情報を価値に変換する」オムロンのコア技術です。

これにThink（人の知恵）をプラスして、新しいオートメーションの創造を目指します。

Sensing & Control + Think

人の知恵を機械に入れ込む技術
（+ Think）

センシング技術
（Sensing）

電力 音波

電波 画像
力

磁気
光

制御技術
（Control

）

位置 助言

力

情報

向き
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5. まとめ（オムロンにおける「技術RM」の位置づけ）

■変わらないもの：
企業理念、経営のスタンス

■変えていくもの：

1)長期ビジョンの設定（10年単位、※次は2021年度スタート予定）

補足；
1. 社会的課題を解決するための「近未来をデザイン」を描き、そこで必要かつ競争力のある

技術を獲得します。
（獲得手段は、オープンイノベーション、ベンチャー投資、コア技術開発が相当します。社会的課題を置かずに、
技術起点で事業を起こす風土はありません。）

2. 「技術RM」は置きますが、柔軟に運用します。
（技術開発には当然ながらリスクを伴います。また事業環境の変化や、代替手段の発展などに対し、柔軟な
対応が求められます。RM作成・連鎖の効率化は課題です。）

2)中期計画化（3～5年単位）
(1)NeedsからのBackcast（「社会的課題の探索」→「近未来デザイン」）

※SINIC理論を羅針盤として活用（ここでは10年以上先まで置く場合あり）
(2)SeedsからのForecastを(1)とマッチング

（「コア技術の進化とビジネスモデルの設計」 → 時間軸、ROIを入れて技術RM化）

3)短期計画化・実行（1年単位、基本 RMに基づき開発 & 中期計画Rollingを年1回実施）
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